
「地域に合った移動の仕組み作り」
助成事業から見えてきたもの

ートヨタ・モビリティ基金（TMF）のチャレンジを通してー

土井勉・田中厳/（グローカル交流推進機構）、吉田樹・⾧野博一/福島大学、鈴木雅剛/ボーダレス・ジャパン、
井原雄人/早稲田大学、福本雅之/おでかけカンパニー、伊藤みどり/全国移動ネット、トヨタ・モビリティ基金

助成団体の概要と取組事例（企業：郡山観光交通と行政：岡山県久米南町）

活動から見えてきたこと
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交通事業者の業務改善

回答なし

⑧定住志向の住民増加

⑨他の行政部門の支出減少※

⑥送迎回数の減少

②収支が安定

⑩地域活動に参加する住民が増加

④病院以外など外出目的が多様化

⑦住民同士の交流が活性化

③利用者の外出回数が増加

⑤外出時の交通手段が変化

①利用者数が増加

⑪地域内で新たな取組を行う機運上昇

取組による影響・効果

※クロスセクター効果アリ

N=27,3つまでの複数回答

移動の回数の増加、利用手段・目的の変化、送迎の減少だけでな
く、地域活動や交流の活性化にも寄与していることがわかる

（回答23、3つまで複数回答可）

担い手の意欲向上に対する効果
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回答無し

専従者1～2名の確保

④関係事業者からの声掛け

⑥マスメディアへの掲出

③行政担当者からの声掛け

⑤地域の媒体への掲出

②住民からの声掛け

⑧負担の軽減

⑦報酬の増額

①利用者からの声掛け

（回答23,3つまで複数回答可）

活動継続と財源問題
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①特に問題はない

②現在は問題ないが、将来的

な不安

③事業継続がすぐ困難ではな

いが、問題あり

④事業継続が困難になるよう

な問題がある

その他N=27

約75％の団体が活動継続において財源の不安を抱え
ている

財源不安への対応策

18

13

10

8

6

5

4

3

4

0 5 10 15 20

①行政などからの補助金・助成金の獲得

②他組織・事業者からの協賛金の獲得

⑤事業拡大による収支の改善（収入増加）

④利用促進による収入増加

⑥ICT技術による効率化（経費節減）

⑦その他の経費節減策

③自治会などからの支援

その他

回答無 N=23：3つまでの複数回答

行政からの支援・他組織からの協賛金など外部資金の獲得に
期待する団体が多い。次いで事業拡大や利用促進で収入

利用者・住民・行政担当者からの声掛けは、意欲向上に効果が
高いことがわかる

取組開始のきっかけ
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⑥高齢者の移動支援が必要

⑦高齢者以外の移動制約者への移動支援

①住民からの要望

④既存の仕組みの継続の危機

②地縁組織等による提案

③首⾧からの提案

⑤既存の交通機関が廃止

その他
N=27

高齢者移動支援が半数以上。既存の仕組み
の危機も合計で7件

助成団体の概要

まとめ
・伴走者によるサポートは重要：

意欲に加えて、専門的知恵とノウハウは重要。
・新たな移動支援の方策の実施

地域資源をもとに工夫を重ねて移動の仕組ができる。
・移動の仕組みづくり４つのプラス

①利用者にとっては外出機会の拡大、②家族は送迎の軽減
化、③まちは賑わい、④行政は定住促進、行政コストの軽
減（ｸﾛｽｾｸﾀｰ効果）。

・仕組みづくりの課題：①財源、②ドライバー確保、③車両確
保、④認知向上、⑤既存事業者との対応→それぞれ工夫を
重ねて乗り越えている。

・今後の活動：自動車販売店連合会の事業を含め、多様な工夫
やノウハウ・知見を整理し、多くの人々と共有したい。


